
5 月 16 日 10 時半〜13 時半にご来院された皆様へ 

 

 

 当院の外来を受診された患者さんが麻しんと診断されました。5 月 16 日 10 時半から 13 時半ま

での間に当院の外来に滞在した方が、麻しんを発病した患者さんに接触した可能性があります。 

健康観察は 6 月 6 日までです 

麻しん（はしか）について 

麻しんウイルスの感染によって起こる感染症です。もし感染すると 10～12 日（最大 21 日）の潜

伏期を経て発病します。症状は 38℃程度の発熱、咳、鼻汁などの風邪のような症状や、目の充血

です。その後 39.5 度以上の高熱と発疹が出現します。ときに重症化することがあります。 

 

 

 

 

 

 

健康観察について 

上記の健康観察期間内に、発熱（37.5℃以上）や風邪症状、目の充血や発疹などがある場合は、登

園・登校、出社を控え、速やかに受診してください。 

 

受診する際には 

事前に「麻しんの患者と接触があった」ことを医療機関に連絡した上で、サージカルマスクをつけ

て受診してください。 

＊当院は感染症患者に対応可能な隔離外来がないため受け入れできない場合があります＊ 

 

麻しんと診断されたら 

すぐに最寄りの保健所へ報告してください。 

 

予防について 

予防にはワクチンが有効です。以下の方はワクチンの接種をご検討ください。 

麻しんにかかったことがない・ワクチンの接種歴がない・抗体検査で免疫がない 

 

麻しんの感染の心配のない方 

麻しん（はしか）にかかったことがある方、ワクチンを 2 回接種した方、抗体検査で免疫がある方 

 

この案内について 

新宿区保健所からの情報提供に基づきご案内しています。 

 

お問い合わせ先 

最寄りの保健所にお問い合わせください。保健所開庁時間 平日午前 8 時 30 分〜午後 5 時 

 

令和元年 5 月 22 日 

東京山手メディカルセンター 院内感染対策委員会 

麻しんの健康観察のお願い 

 麻しんの感染力  

感染力が強く、患者と直接の接触がなくても、空間を共有することで感染する場合があります。 

流行状況等の詳細はこちら 

東京都感染症情報センター 

   「麻しん」 


